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はじめに

本稿は,十 勝農業の歴史を農畜産物生産量のグラフから概観してみようと企画したものである。グ

ラフのデータは,平 成8年 度か ら平成12年 度まで帯広百年記念館の郷土史調査員であった井上寿が

執筆 し,平 成13年 度以降,そ の原稿の整理を進めてきた 『十勝農業史』に所収されている統計値を

もとにしている。

また,グ ラフに表現されている生産量の推移についての理解を助けるために,『十勝農業史』より

関連する事項を抜き出し,要 約したものを併記した。今回は 「帯広百年記念館紀要 第25号 畜産(1)

乳牛 ・肉牛」に続き,馬 ・中小家畜 〈綿羊,山 羊,鶏,豚 〉を取 り上げている。

グラフの見方

『十勝農業史』 に所収 され ている農業生産量 の統計値(明 治29年(1896)～ 平成10年(1998))は,

井上氏が様 々な資料 を参照 し,ま とめた ものである。本稿では,井 上氏が参照 した統計資料 をもとに

データを整理 し,グ ラフ化 した。

グ ラフは,北 海道 と十勝管内における馬 ・中小家畜 の飼養頭数 を折れ線 で表 した ものである。線が

途切れている箇所 は,デ ータがない年で ある。 また,飼 養頭数 の推移 に関 して理解 を深めていただ く

ために,馬 ・中小家畜 の飼養頭数に関す る,主 な出来事 をグラフ中に併記 した。

統計資料は,帯 広統計 ・情報セ ンター(旧:帯 広統計情報事務所)に ある ものを参考 とした。参考

資料が見つか らない場合 は,や むをえず 空欄 として いる。今 回,デ ー タを整理す るにあた って様々な

資料 を使用 しているため,単 位や調査基準 は異な る。本稿の最後 に掲載 している統計表 に,出 典(下

記参 照)と 基準単位を明記 して いるので,細 部 に関 しては留意す る必要があ る。

《出典》a:(寒 冷地農業調査資料)北 海道農業累年統計表 農林省昭和33年2月

b:北 海道農林水産統計50年 の歩み 農林水産省北海道統計情報事務所 平成9年12月

c:市 町村別畜産累年統計(含 乳用牛の飼養動向)日 高 ・十勝 ・釧路 昭和45～52年

農林省帯広統計情報事務所 昭和53年3月

d:累 年畜産統計 昭和37年 ～昭和47年 附牛乳 ・肥育豚 ・鶏卵生産調査 ・生乳検査量

農林省帯広統計情報事務所 昭和48年3月

e:北 海道農林水産統計年報(農 業統計市町村別編)平 成8年 ～9年1996～,97

農林水産省北海道統計情報事務所 平成10年2月

f:北 海道農林水産統計年報(農 …業統計市町村別編)平 成9年 ～10年1997～'98

農林水産省北海道統計情報事務所

《凡 例 》a:「(空 欄)」,「?」,「 一」 資 料 に詳 細 が 記 載 され て い な い た め,

b:「 一 」 事 実 の な い も の

すべて不明。
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十勝農業の概要一畜産(2)馬 一

井上寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第2章 家畜の飼育,第1節 畜産発達の概要 ・第2節 馬 より

明治 ・大 正(1868～1925年)

明治20年(1887)に 北海道庁は 「民有牛馬籍規則」 を制定 し,馬 の飼養頭 数:の把 握 と,改 良 ・増

殖 の促進 を目指 した。 また同年,胆 振 ・日高 ・十勝(浦 幌町生剛村)管 内に 「産馬改良組合」 が発足

し,十 勝で も産 馬改 良が始 まった。

明治26年(1893)に 農商務省 と陸軍で 「馬匹改 良調査委員会」が設置 され る と,在 来馬 は体格 ・

能 力とも軍馬 としての資格 に欠けている ことがわか り,馬 産 は軍馬の改良に力が注がれ るよ うになっ

た。そ の後,改 良計画樹立 について協議 する 「馬匹調査会」(明 治28年(1895))を 設置 し,種:馬 の

選定方針や輸入種牡馬 の範囲 を定 めた。 日露戦争後は,内 閣直属 の馬政局が設置 され,馬 政計画も立

て られた。 「第 一次馬政計画」(第 一期:明 治39年(1906)～ 大正12年(1923),第 二期:大 正13年

(1924)～ 昭和ll年(1936))で は,国 防 ・産業 ともに役立つ馬が 目指 され,日 高 ・新冠 ・十勝(明

治42年(1909))の 種 馬牧場や,胆 振 ・十 勝(大 正12年(1923))・ 北見 ・釧路 の種馬 所が大 きな役

割 を果た した。

なお,北 海道 の馬産は軍馬以外 にも農業経営,荷 役 ・造材運搬,競 馬界 にお いて重要な役割 を果た

して いた。十勝では明治30年 代中頃か らこうした馬 の導入や馬耕が盛ん にな り,2頭 曳 きの賃耕 に

よる耕起作業 も始 まった。

昭和初期(1926～1945年)

「第一次 馬政計画」 が終 了す る昭和11年(1936)に ,「 第 二次馬政 計画」(第 一期:昭 和11～20年

(1945),第 二期:昭 和21(1946)～40年(1965))が 立て られた。第二次馬政計画は,第 一次計画 と

同 じく軍事 と産業の両面 に力を入れる ものであった。 しか し日中戦争 によ り軍馬第一主義が さ らに強

ま り,軍 馬の整備 ・供給 を主 眼 とした 「日満 二亘ル馬政 国策」,「内地馬政 計画」が立て られ(昭 和

13年(1938)),第 二次馬政計画は廃止 された。翌年の昭和14年(1939)に は 「内地馬政計画実施要

領」(～ 昭和20年(1945))が 定め られ,「 種馬統制法」 と 「軍馬資源保護法」 によ り馬産統制 と軍馬

政策が進行 した。

軍 事 に関わ るために特別扱 いされて いた馬産 は,早 くか ら組織 の系統化 が進み,畜 産組合 は昭和

17年(1942)に 「産馬畜産 組合お よび北海道産馬 畜産組合聯合会」,昭 和19年(1944)に 「馬 匹組

合」 と改称された。 また 「北海道 馬匹組合聯合会」 も設立された。

そ の中で,昭 和15年(1940)か ら昭和19年(1944)ま で軍馬鍛錬に名を借 りた鍛錬競技 とよばれ

る地方競馬が旭川 ・岩見沢 ・帯広 の3カ 所で行なわれていた。

北海道は馬の生産地や育成地 としての意義が大きかったため,大 量の軍馬徴発 と購買があった昭和

16年(1941)を のぞいて,総 頭数 と生産頭数 は増加 して いる。それ に伴い価格 も上昇 し,昭 和18年

(1943)は 昭和11年(1936)と 比べ6倍 となった。

63



グラフで見る十勝農業の歴史(2)

第二次大戦後～昭和49年(1945～1974年)

第 二次 大 戦 の敗北 によ り,長 年続 い た軍馬 政 策 は打 ち切 られ,「 軍 馬 資源 保護 法」(昭 和20年

(1945))と 「種馬統 制法」(昭 和22年(1947))は 廃止 され た。 また,牛 馬 中心 の 「種 畜法」 に代わ

り 「家畜改良増殖法」(昭 和25年(1950))が 制定 され,馬 は綿羊 ・山羊 ・豚 とともに一般 家畜 とし

て扱 われ るようになった。 さ らに,種 馬牧場や種馬所 も廃止,あ るいは各種家畜改良機 関と統合 され

て総合 的種畜牧場 となった ことによ り馬の飼養頭数 は激減 した。十勝種馬所,北 海道種馬育成所は十

勝種畜牧場(対 象家畜:黒 毛和種 ・日本短角種役 肉牛,大 型農馬,コ リデール種綿羊)と なった。

その後,自 動車や農業機械 が普及 し道路が整備 され るな ど生活 形態の変化 によ り,北 海道 の飼養頭

数:は昭和28年(1953)を ピークに減 少 し,特 に昭和35年(1960)以 降 はそ の傾 向が激 しくな った。

しか し,軽 種馬 に限れば競 馬の復活で飼養頭数は増加 し,日 高の軽種馬 生産頭数は昭和24年(1949)

の180頭(全 国の21%)か ら,昭 和49年(1974)に は7600頭(全 国の69%)と な った。

公認競 馬は昭和18年(1943)に 廃止 され たが,「 地方競馬法」(昭 和21年(1946)),「 競 馬法」(昭

和23年(1948))に よ り,政 府 と都道府県 ・地方都市 がお こな う国営(公 営)競 馬 として復活 した。

そ の後は 「日本 中央競馬会法」(昭 和27年(1952))に よ り,特 殊 法人 日本 中央競馬会が国営競馬 を

中央競馬 として引き継 ぎ 競馬 は中央 競馬 と地方競馬 に分かれ た。昭和34年(1959)に は,北 海道

の中央競馬の施設 としては札幌 ・函館競馬場,地 方競馬施設 としては旭川 ・北見 ・帯広 ・岩見 沢競馬

場が あった。 昭和24年(1949)か らは,公 営競馬 としてば んえい競馬 も行 なわれ るようになった。

昭和50年 ～平成10年(1975～1998年)

競馬の隆盛によ り競走馬の生産は増加したものの,一 般馬産はふるわず,昭 和50年 代には生産態

勢の維持が危ぶまれるほど飼養頭数は減少した。そのため,農 林水産省は生産を維持するために海外

からの優良種雌馬導入事業を実施 した。計画的な生産 と確保を目指して,昭 和58年(1983)に 「農

用馬改良集団育成事業」を開始 し(平 成3年(1991)に 「馬高度利用推進事業」と改称),平 成6年

(1994)ま で海外か ら優秀馬を導入 した。
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十勝農業の概要一畜産(2)中 小家畜 〈綿羊 ・山羊 ・鶏 ・豚〉 一

井上寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第2章 家畜の飼育,第1節 畜産発達の概要 ・第2節 中小家畜 より

明治 ・大 正(1868～1925年)

この頃,家 畜は牛馬以外 に綿羊 ・山羊 ・豚な ども飼養 されていたが,数 は ごくわず かであった。

綿羊 は,政 府 によ り羊毛 の増産 を 目的 とし明治 の初 め にア メ リカか ら輸入 され たが成績 が振 るわ

ず,明 治40年(1907)に オース トラ リアか らの再輸入が計画 された。 しか し,こ れ も第一次世界大

戦 によ り中断 して しまった。その後 「綿羊百万頭計画」(大 正7年(1918))が 立て られ,月 寒 ・幌倉

に種 羊場を設 けるな ど政策は実施 され たが,成 果 をあげ る ことはで きなか った。多 少の変化 として

は,毛 肉兼用種 の輸入 にともない羊 肉の需要が増加 した ことがあげ られる・十勝 への綿羊 の導 入は,

山羊,鶏,豚 よ り遅れ たが,大 正13年(1924)に 十勝…綿羊組合が設立 された。

山羊 は産業や副業 としての飼養は行 われてお らず,飼 養数は極端 に少なか った。 しか し,日 中戦争

以後 は軍需物資 としての毛皮が利用 された り,航 空機用カゼイ ンの原料 とな る牛乳の代替 として山羊

乳の生産が強制 され るな ど,飼 養頭数が増加 した。十勝 では,晩 成社 が明治17年(1884)に 飼養 を

始めた記録が ある。

鶏は 自家利用 として一般 に広 く飼養 されていたが,そ れ を上回 るほ ど鶏卵 の需要は多 く,増 殖計画

に力が注がれていた。北海道では明治21年(1888)に 札 幌養鶏場が開設され たが,明 治22年(1889)

に廃止,そ の後 は真駒 内種畜場 と樺戸監獄 に移 され,改 良,増 殖が続け られた。十勝では,十 勝郡農

会が 明治44年(1911)に 艀卵器 を購入 し貸 し付 けるな ど,増 殖 を奨励 した。

豚 は,開 拓使時代にアメ リカか ら輸入され農家 に配付 された ものが,引 き続き飼養 されて いた。十

勝では,晩 成 社の依田勉三 らによって 明治17年(1884)に 養 豚が始 め られた・その後,入 植者の急

増 とともに飼養頭数は増加 し,明 治35年(1902)に 約370頭 であったのが明治40年(1907)に は約

820頭 とな った。

昭和初期(1926～1945年)

これまで重用視 され ていなかった中小家畜 も,「 農業合理化方針」 によ り牛馬 とな らんで増殖 が奨

励 され るようになった。

綿羊は,軍 需物資 として羊毛 の強制供出があった ことと,衣 料 品不足 のための 自家利用か ら飼育頭

数が増加 した。大正末期 に全 国で約18000頭 だ ったものが,昭 和9年(1934)に 「綿羊増殖10年 計

画(30万 頭 計画)」 が立て られ,昭 和12年(1937)に は約90000頭 になった。そ の中で北海道 は飼

養頭数が多 く,飼 養頭数の 占める割合は全国1位 であった。

山羊 は,昭 和12年(1937)こ ろか ら太平洋戦 争にかけて牛乳の不足か ら山羊乳 を利用す るように

な り,飼 養頭数 が著 しく増加 した。

鶏 の飼養頭数は,政 府 による鶏卵の国内 自給 を目標 とした奨励政策 によ り(昭 和2年(1927)),昭

和13年(1938)に は4800万 羽,産 卵個 数は40億 個 に達 した。 しか し,戦 争で飼料 の食糧化 が進 ん

だため昭和13年(1938)を さかいに急激 に減少 し,昭 和23年(1948)に は全国で2500万 羽 となっ

た。
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グラフで見る十勝農業の歴史(2)

豚 の飼養頭 数は短期 的に増減 を繰 り返 しなが らも,長 期 的 には増加 して いった。昭和元年(1926)

頃は全国で約51万 頭で あったが,昭 和12年(1937)に は約100万 頭 と倍増 した。昭和14年(1939)

か ら昭和15年(1940)に は,養 豚繁殖 場の建設 費や種豚購入 費の補助が行 われ るよ うにな ったが ,

戦後は濃厚飼料や労働力の不足によ り,乳 牛 と同様急激 に減少 した。なお十勝では,昭 和2年(1927)

に新田牧場(幕 別町)が 本格 的な養豚事業 に着手 している。

第二次大戦後～昭和49年(1945～1974年)

終戦時,食 糧不足 による鶏 ・豚な どの密殺が増 え,綿 羊を除いた中小家畜の数は激減 した。 しか し

綿 羊 ・山羊 ・豚 は非農家で も手軽 に飼 える こともあ り,昭 和22年(1947)か ら飼養頭数 は増 えは じ

めた。

綿羊 の飼 養頭数:は,第 二次大 戦後急激 に増加 した。老 廃羊や事故弊死 の綿羊 による焼 き肉食用法

(ジ ンギ ス カ ン)が は じま ったの は この頃で あ る。 しか し,化 学繊維 の普及 に ともな い昭和31年

(1956)を ピークにゆ るやかに減少,近 年 も食肉用 として飼養 されている ものの飼育頭数は少ない。

山羊の飼養頭数は北海道 では昭和23年(1948)に ピー クに達 し,そ の後 ,牛 乳や乳製品の順調な

出回 りと消費 の増大に比例 して衰退 してい くことにな る。

養鶏は,食 糧事 」i青が好 転 しは じめた昭和25年(1950)頃 に再 び注 目されるよ うにな り,種 鶏の改

良や種卵確保 のた めに,民 間にお いて多産鶏種 の種卵 ・種雛が さかんに輸移入 された結果 ,昭 和30

年 代 に一・年 間で300個 の卵 を産 む鶏が 出現 した。 このよ うな状況 にと もなって,昭 和25年(1950)

に 「北海道養鶏協会」 が結成 され,昭 和35年(1960)に は 「養鶏振興法」が制定 され るな ど制度化

が進 んだ・そ の後,飼 育室 を棚状 に重ね少数ずつ 区切 って立体的 に飼養す るバ タ リー(ケ ー ジ養鶏)

が一・般化 し,給 餌か ら給水 ・集卵 ・洗卵 ・選卵が 自動化す るな ど飼養形態 に変化が起 こり,大 型 ・企

業化が進んだ。十勝でケージ飼養法 による大型飼養 が始 まったのは ,昭 和34年(1959)頃 である。

昭和48年(1973)に は,第 一次オイル シ ョックや ソビエ トによる中国農産 物の大量買付け によ り

飼料や 生産資材の価 格が暴騰 し,鶏 や豚な どの飼養,経 営は大きな影響 を受 けた。

豚 は,昭 和20年 代は 自給的な飼養形態であったが,昭 和30年 代 にな ると食生活 の変化 による食肉

需要 の高ま りで,飼 養戸数 ・頭数 ともに増加 した。 昭和30年 代前半 までの飼養規模 は1戸 当た り2

頭余だ ったが,「 農業基本法」や 「畜産物価格安定法」 な どの施行 によ り,昭 和36年(1961)か ら昭

和37年(1962)に か けては約2倍 に増 えた。 しか し昭和38年(1963)に は再 び減少 に転 じ,北 海道

にお ける養豚業 の体質 の弱さが明 らか になった ことか ら,北 海道庁は昭和40年(1965)に 計画的で

安定 した生産 を 目的 とした 「北海道養豚振興指導要綱」 をつ く り,主 産地 の形成や計画出荷 の指導 ・

種雄豚 認定事業な どを実施 した。そ して,養 豚 業は大型で専業的な経営へ と変化 してい くことにな っ

た。

昭和50年 ～平成10年(1975～1998年)

綿羊 の飼育頭 数は,昭 和31年(1956)を ピー クに減少 して いたが,近 年は食生活 の多様化 による

生鮮 ラム肉の需要増加や観光資源 ・羊毛 の見直 しな どによって一時的 に増加 して いる。

山羊乳 は栄養補給源 としての価値 がな くな り,ほ とん ど姿 を見 な くなった。そ の中で,平 成14年

(2002)に 清 水町で 「第5回 全国山羊サ ミッ ト」が開かれた。 この大会は ,減 少傾向 にある国内の 山

羊生産 の振興 を目的 に開催 された。清水町では現在,お もに沖縄県 で消費す る食肉用 として 山羊が飼
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養 されて いる。

養 鶏は,昭 和50年 代 に各戸飼育 か ら専業化 へ変化 し,飼 養戸数 は減少 した。 また近年は,卵 価 の

低迷 によ り中小規模農家が飼養 を中止 し,飼 養戸数は さらに減少 した。 しか しなが ら,一 ・戸あた りの

飼養頭数は増加 している。

豚 は,昭 和60年(1985)に は約6万 頭だ ったが,そ れ以後,枝 肉価格の低迷な どで小規模農家が

飼育 を中止 し減 少 して いる。平成 に入 ってか らは,輸 入豚 肉の増加や牛肉の輸入 自由化 によ りさ らに

減少 した。
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表1:馬 の飼養頭数

年

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912

年次

明治29年

明治30年

明治31年

明治32年

明治33年

明治34年

明治35年

明治36年
明治37年

明治38年

明治39年

明治40年

明治41年

明治42年

明治43年

明治44年

大正1年

北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1913大 正2年

1914大 正3年

1915大 正4年

1916大 正5年

1917大 正6年

1918大 正7年

1919大 正8年

1920大 正9年

1921大 正10年

1922大 正11年

1923大 正12年
1924大 正13年

1925大 正14年

1926昭 和1年

1927昭 和2年

1928昭 和3年

1929昭 和4年

1930昭 和5年

1931昭 和6年

1932昭 和7年

1933昭 和8年

1934昭 和9年

1935昭 和10年

1936昭 和11年

1937昭 和12年

1938昭 和13年

1939昭 和14年
1940昭 和15年

1941昭 和16年

1942昭 和17年

1943昭 和18年

1944昭 和19年

1945昭 和20年

1946昭 和21年

1947昭 和22年

1948昭 和23年

1949昭 和24年

1950昭 和25年

1951昭 和26年
1952昭 和27年

1953昭 和28年

1954昭 和29年

1955昭 和30年

1956昭 和31年

1957昭 和32年

1958昭 和33年

1959昭 和34年

1960昭 和35年

1961昭 和36年

1962昭 和37年

1963昭 和38年

1964昭 和39年

1965昭 和40年
1966昭 和41年

1967昭 和42年

1968昭 和43年

1969昭 和44年

1970昭 和45年

1971昭 和46年

1972昭 和47年

1973昭 和48年
1974昭 和49年

1975昭 和50年

1976昭 和51年

1977昭 和52年

54666

573532146
600943045

67492

750165960

807577691

797888141

9176710427

9441710543

9937912575

10793413232

11687417818

11869519298

15255821678

16579225655

17384324395

18192025904

18329827768

19688231757
19855631965

19660732178

19456629539

19053931369

18126126777

17672128150

17973426850

19485529439

20412032496
20738429742

22390532703
22596634380

24137536517

25685941583

27011146397

28718851965

28949852672

30319654469

29623953225

29101950461

29539652703

29783252772

13934217026

13730516859

13807916259
14057216144

27919748628

25486745621

27594648729

28598051584

25398442778

25219745664
9?

25772047539

26796450213

28191654476
27951256419

28306259558

29608063698

27220255659

29358864215

28094461602

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

a1

22755153600d

20723048740d

18419043735d
16692039087d

15571835520d

14811334200d
l3522028100d

l3254026779d

ll227720343d

9045116752d

7159512315d
616407940c

532306300c

522605880c

24660139400b

656660145610b

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

10

10

1978(昭 和53)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料な し
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表2:綿 羊の飼養頭数

年

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912

年次

明治29年

明治30年

明治31年

明治32年
明治33年

明治34年

明治35年

明治36年

明治37年

明治38年

明治39年

明治40年

明治41年

明治42年

明治43年

明治44年

大正1年

北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1913大 正2年

1914大 正3年

1915大 正4年

1916大 正5年

1917大 正6年

1918大 正7年

1919大 正8年

1920大 正9年

1921大 正10年

1922大 正ll年

1923大 正12年

1924大 正13年

1925大 正14年

1926昭 和1年

1927昭 和2年
1928昭 和3年

1929昭 和4年

1930昭 和5年

1931昭 和6年

1932昭 和7年

1933昭 和8年

1934昭 和9年

1935昭 和10年

1936昭 和11年

1937昭 和12年
1938昭 和13年

1939昭 和14年

1940昭 和15年

1941昭 和16年

1942昭 和17年

1943昭 和18年

1944昭 和19年

1945昭 和20年

1946昭 和21年

1947昭 和22年

1948昭 和23年

1949昭 和24年

1950昭 和25年

1951昭 和26年

1952昭 和27年

1953昭 和28年

1954昭 和29年
1955昭 和30年

1956昭 和31年

1957昭 和32年

1958昭 和33年

1959昭 和34年

1960昭 和35年

1961昭 和36年

1962昭 和37年

1963昭 和38年
1964昭 和39年

1965昭 和40年

1966昭 和41年

1967昭 和42年

1968昭 和43年

1969昭 和44年

1970昭 和45年

1971昭 和46年

1972昭 和47年

8
165

164

39

18

67

190

220

302

56

874

119

100

1688

18812

18610

30814
3547

45631

5379

65324

8604

9967

165659

2072107

3084208

3795304

4859673

53371171

54001192

53891315

57221243

5853959

54911021

6177956

6852999

69511050

92051051

98691104

112081196

135821506

156251869
181182734

261464180
??

??

509469090

7299612928

11060416978

9?

14011022257

14511622856

15447523441

16669223211

17569325612

17764923347

19543024193

19570624272

19514424306

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

51270

42690

31130

23501

10977

8638

7645

3494d

4403d

2961d

2472d

1543d

1321d

l343d

1

1

1

1

1

1

1

1973(昭 和48)年 ～1998(平 成10)年 の問 は資料 な し
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表3山 羊の飼養頭数 表4=鶏 の飼養頭数

年

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912

1913

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

年次

明治29年

明治30年

明治31年

明治32年

明治33年

明治34年

明治35年

明治36年

明治37年
明治38年

明治39年

明治40年

明治41年

明治42年

明治43年

明治44年

大正1年

大正2年
大正3年

大正4年

大正5年

大正6年

大正7年

大正8年

大正9年

大正10年

大正ll年

大正12年

大正13年

大正14年

昭和1年

昭和2年

昭和3年

昭和4年

昭和5年

昭和6年

昭和7年

昭和8年

昭和9年

昭和10年

昭和ll年

昭和12年

昭和13年

昭和14年

昭和15年

昭和16年
昭和17年

昭和18年

昭和19年

昭和20年

昭和21年

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年

昭和26年

昭和27年

昭和28年

昭和29年

昭和30年

昭和31年

北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭) 年 年次 北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭)

llg

ll347

20259

18057

185?

17438

14551

14864
13147

17231

290115

20663

28433

18521

148

33416

42632

37628
38011

57622

54543

48823

32015

39138
47746

61481

497104

457112

339112

25145

19242

18121

19426

23031

26457

37973

26362

752158

925179

1292285

1817360

3044600

51891079
??

??

111642381
101112065

??

?9
169752589

137382170

156652251

153771833

139301671

139311763

137271596

148051699

133401593

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al

al
al

al

al

al
al

al

al

al

al

al

al

1896(明 治29)年 ～1946(昭 和21)年 の間は資料な し

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972
1973

1974

1975
1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年

昭和26年

昭和27年

昭和28年

昭和29年
昭和30年

昭和31年

昭和32年

昭和33年

昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和38年

昭和39年
昭和40年

昭和41年

昭和42年

昭和43年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和47年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成1年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年
平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

1089000

1325000

1660000

1962000

1965000

1807000

1800000

2408000

2144000

2370000

2641000

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

2813000782000b

3388000825000b

3854000871000b

3987000751000b

3625000b
3617000b

4383000b

5669000b

6256000b

6725000874000b
67630001043000b

60560001026000b

62310001085000b

65820001130000b

65360001210000b

71330001267000b

72890001228000b

69470001240000b

b

70040001316000b

73820001367000b

76260001312000b

76670001378000b

77140001286000b

77660001151000b

81740001211000b

80050001195000b

79980001150000b

79190001037000b

77640001030000b

81260001187000b

85300001197000b

86240001186000b

84940001254000b

84510001234000b

85980001170000e

84790001192300f

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000
1000

1000

1000

1000

1000

1000
1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

100

100

1957(昭 和32)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料な し
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グラフで見る十勝農業の歴史(2)

表5:豚 の飼養頭数

年

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

年次 北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭) 年

1948

1949

年次 北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1912大 正1年

1913大 正2年

1914大 正3年

1915

1916大 正5年

1917大 正6年

1918大 正7年

1919大 正8年

1920大 正9年

1921

1922

1923大 正12年

1924大 正13年

1925大 正14年

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944昭 和19年

1945

1946昭 和21年

1947昭 和22年

明治29年4009

明治30年3704

明治31年3520

明治32年3189

明治33年3862

明治34年8245

明治35年7368

明 治36年6062

明 治37年4782

明 治38年7176

明 治39年9467

明 治40年ll354

明 治41年12292

明 治42年14292

明 治43年ll436

明 治44年10388

10324

6925

6764

大 正4年8017

7808

9485

11336

17708

33026

大 正10年36234

大 正11年35303

32297

26215

27179

昭 和1年28610

昭 和2年32246

昭 和3年32292

昭 和4年25966

昭 和5年27324

昭 和6年35676

昭和7年37239

昭和8年33241

昭和9年38106

昭 和10年48277

昭 和ll年51693

昭 和12年45272

昭 和13年51864

昭 和14年51763

昭 和15年41953

昭和16年21513

昭和17年?

昭和18年?

21320

昭和20年14032

?

?

al

l21al

?al

al

170al

205al

372a1

?al

364al
588al

973al

817al

768al

737a1

523al

413al

249al

98al

73al

l67a1

211a1

334al
635al

1906al

3785al

3368al

4002al

2336al

2475a1

2746a1

3221al

3644al
3532al

3010al

2130al

2775al

3788al

3455al

3374al

5234al

5831a1
4194al

3123al

3180a1
2285al

l302a1

?a1

?al
l814al

ll86al

?al

?al

1950昭 和25年

1951

1952

1953

1954昭 和29年

1955

1956

1957昭 和32年

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964昭 和39年

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974昭 和49年

1975

1976

1977

1978

1979

1980昭 和55年

1981

1982

1983

1984昭 和59年

1985

1986

1987

1988

1989平 成1年

1990平 成2年

1991

1992

1993平 成5年

1994平 成6年

1995

1996平 成8年

1997平 成9年

1998平 成10年

昭 和23年54510

昭 和24年49988

38716

昭和26年35773

昭和27年48275

昭和28年35401

30123

昭和30年53372

昭和31年47469

92420

昭和33年80500

昭和34年105900

昭和35年97910

昭和36年122240

昭和37年222750

昭和38年167810

170050

昭 和40年169390

昭 和41年200270

昭 和42年228440

昭 和43年211330

昭 和44年225750

昭 和45年274710

昭 和46年338200

昭 和47年348470

昭 和48年365180

419580

昭 和50年438010

昭 和51年415470

昭 和52年428510

昭 和53年480900

昭 和54年547020

昭 和56年591430

昭 和57年565190

昭 和58年557000

595200

昭 和60年604000

昭 和61年647200

昭 和62年671800

昭 和63年672100

663800

642500

平 成3年629300

平 成4年604700

613600

605300

平 成7年582400

548500

543900

542000

7038al

6992al

4427a1

3198al

4499al

2292al

l800al

l779a1

2721al

blO

b10

blO
53300blO

blO

23560blO

22970blO

20520blO

l8940blO

blO

blO

blO

blO

22800b10

25870blO
29010blO

32000blO

33200blO

35800blO

38750blO

41770blO

50500blO

55000blO

b10

61500blO

60390blO

61200b10

60600blO
59800blO

61000blO

62700blO

64500blO

62600blO

59100blO

58300blO

54300blO

49900blO

51200blO

50000blO

45300b10
47600el

40700fl

おわ りに

整理にあたっては,本 館学芸調査員 千葉章仁(平 成13年 度～平成17年 度),平 林結実

(平成18年 度～平成19年 度),お よび学芸員 山原敏朗が担当した。

なお,農 林水産省北海道農政事務所帯広統計 ・情報センター統括情報官 木村浩之氏に

は統計データ関するご教示とご協力を得ました。最後になりましたが,感 謝の意を表します。

註)『十勝農業史』は本館で保管しております。閲覧をご希望される方はご連絡ください。
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